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○事業概要と課題解決に向けた試み 
 Ⅰ．みやだいCOC事業の特徴（目的とミッション） 
   Ⅱ．全学を挙げた協力体制の構築・地元自治体等 
    との連携体制 
 Ⅲ．地域課題とそれに対応する取り組み 
 Ⅳ．学内における本事業への教員の理解浸透のために 
 Ⅴ．今後の課題 
 
 
 

 



Ⅰ．みやだいCOC事業の特徴 
「食と健康を基軸とした宮崎地域志向
型一貫教育による人材育成事業」 

 
 宮崎県の基幹産業である農業分野の振興において、 
「食と健康」を基軸とした人材育成・技術創出・中山間 
地域の活性化と中心市街地との有機的連携（融合）が 
地域の緊急課題であり、その対策が宮崎県の重要施策 
に位置づけられている。本学は「世界を視野に地域から 
始めよう」をスローガンに掲げており、地域の大学として 
宮崎県と問題意識を共有し、全学を挙げて課題解決に 
連携して取り組むものである。 
 



みやだい COC 推進機構の目的及びミッション 

 事業の特徴： 

 １．連携機関 宮崎県 

 ２．地域課題に対する取り組み・「食と健康」を中心に 

 ３．「宮崎地域志向型一貫教育」の導入【教育】 

   ＊基礎教育の科目間、専門教育との連携の構築、地域を学ぶ場 

   （全学生を対象） 

 ４．「農畜水産加工実習室・食品成分分析実習室」の設置【研究】 

   ＊宮崎県産農作物の機能性評価、地域ブランドの創出 

 ５．学生ボランティア、チャレンジプログラム支援【社会貢献】 

   高齢者・社会人の再チャレンジ（学びなおし）支援 

   ＊公開講座の充実、生涯学習の充実 

  



 

Ⅱ．全学を挙げた協力体制の構築・地元自治体等との連携体制 
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外部評価・内部評価（毎年実施） 

外部有識者評価委員会 
長尾 省吾（香川大学長） ＊委員長 
水永 正憲（元旭化成（株）取締役兼常務執行役員） 
町川 安久（宮崎日日新聞社 代表取締役社長） 
宮路 高光（鹿児島県日置市長） 
田口 正幸（宮崎県SAP会議連合理事長） 
 
平成25年度 外部評価コメント 
 
評価結果 A 
 
本事業推進のための体制（組織・人員配置・施設）が計
画通り整備されている。特に、円滑かつ効果的にＰＤＣ
Ａサイクルをまわすことのできる体制が組織された点は
評価できる。教育・研究・社会貢献分野の取り組みにつ
いても概ね当初の計画どおりに実施されており、今後の
事業推進に不可欠な基盤構築・情報収集がなされた。 

外部有識者評価委員会 

宮崎大学全学評価室 内部評価資料 

－学内外を巻き込んだPDCA評価システムの確立－ 



地域活性化ワーキンググループの設置 

宮崎県内に５カ所の組織を作り、幅広い地域ニーズの積極的な掘り出しを行う。 
学生、教員、地域住民から構成され、地域の課題を収集し、みやだいCOC推進室と 
情報交換を行いながら課題解決を行う。各WGごとに２～３回／年実施。 
 

五ヶ瀬町 
日向市 
西都市 
えびの市 
串間市 

－密な信頼関係を構築するために－ 宮崎マンゴー 

http://www.miyazakiac.jp/agr/admin/wp-content/uploads/2014/02/shakehands.jpg


課題発見科目「地域学入門～地域がキャンパス～  
（マイスター必修・２単位・後期）」の開講  

  地域学入門では、宮崎県内のフィールド

ワークを通じて、地域の課題を考える手法を
学際的に学び、実践する能力を学ぶことがで
きます。講義では、教室にてフィールドワー
クの技法等を学習し、その後、地域で現地調
査を行います。 
 現地の調査では、所属学部・学科以外の学
生とチームを組み、多角的な視点から地域の
課題についての考察を深めます。こうした授
業を通して、コミュニケーション能力はもち
ろんのこと、チームワーク力、及びリーダー
シップ力など、将来、地域社会で必要とされ
る能力を身につけます。  
 
 
（H26実績 ４０名×４クラス） 

「中心市街地の活性化」グループ 

「中山間地の活性化」グループ 

日向市 

地域学入門Ⅰ(A) 後期 火 ７・８時限 40 28 3 8 1

地域学入門Ⅰ(B) 後期 木 １・２時限 40 11 16 13 0

地域学入門Ⅰ(C) 後期 火 ７・８時限 42 11 20 11 0

地域学入門Ⅰ(D) 後期 木 １・２時限 41 2 27 12 0

受講者数（履修登録者数）

医学部講義名 時間割 受講者数 教育文化学部 農学部 工学部

市役所・役場
地元企業の

方々がそれぞ
れの地域で10
～15名でサ

ポート 

http://www.city.saito.miyazaki.jp/
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Symbol_of_Hyuga_Miyazaki.svg


Ⅲ．地域課題とそれに対応する取り組み 

「地域農畜水産物加工・評価システム」や「みやざき地域志向教育研究経費」
を利用して、「食と健康」に関する技術開発と実用化を実現する。 

宮崎県の地域課題（H26） 

みやだいフードラボの設置・広報 

宮崎ピーマン 



 みやだい COC フーズサイエンスラボラトリー 

安心安全な宮崎の「食」の 
素晴らしさ・新たな魅力を 

評価・発信したい 

宮崎の「食」を生かした 
新しい加工品やブランドを 

構築したい 

卒業論文
研究等の

支援 

食と健康
に関連し
た体験 
実習 

食品成分分析実習室 地域農畜水産加工実習室 



H2６年度 みやざき地域志向教育研究経費 

平成２６年度みやざき地域志向教育研究経費 

研究費 
タイプ 

Ⅰ．地域の声対応型 
Ⅱ．地域課題実践型卒業研究

型 
Ⅲ．自由公募型 

対象研究 
別紙１及び別紙２に示す地
域課題に取り組む研究を対

象 

別紙１及び別紙２に示す宮崎の
地域課題に取り組む研究を対

象 

別紙１及び別紙２以外の宮
崎地域に関する研究を対象 

研究従事
者 

必須：研究代表者（申請者） 
任意：研究協力者（申請者
以外の教職員、自治体関係
者、宮崎地域企業関係者、
学生等） 

必須：研究代表者（申請者）    
   卒業論文作成学生 
任意：研究協力者（申請者以外
の教職員、自治体関係者、宮崎
地域企業関係者、その他の学
生等） 

必須：研究代表者（申請者） 
任意：研究協力者（申請者
以外の教職員、自治体関係
者、宮崎地域企業関係者、
学生等） 

対象領域 教育     ・     研究     ・     社会貢献 

支給金額 上限：50万円 上限：10万円 上限：50万円 

採択件数 
（予定） 

13 5 7 

他補助金 
との重複 

不可 不可 不可 

マッチング
支援 

― ― 支援依頼期限：4/30（水） 

申請期限 申請書提出期限：5/16（金） 

公募説明会資料より抜粋 



H2６年度 みやざき地域志向教育研究経費 

○申請件数：４学部 ５４件 
○採択件数：３２件（教育：3件、 
研究：１９件、社会貢献：９件） 

小学生向け体験講座（工学部） 

宮崎キンカン 



地域ブランド創出に向けた商品開発 

日向市と宮崎大学教員・学生で企画・開発・販売 
している「ヘベズ・ブルーベリーブレンド茶」 

地域と共に， 
ブルーベリー葉生産圃場の設置 

みやだいユズジューズ（左） 
みやだいみそ（右） 

宮崎牛 



Ⅳ．学内におけるCOC事業の教員の理解浸透のために 
  全学的に地域を志向した教育への転換  

 教育のスローガン「宮崎に学び、未来をきり拓く人材（グローバルデザイナー）の育成 
 

 教育組織改革 新生「基礎教育部」の設置（基礎教育と専門教育との連携） 
 

 能動的学修（アクティブラーニング）への転換 
 

 地域志向科目群（地域科学群）の設定。 
   大学教育入門セミナー他２科目（全学必修）に 
 「地域課題等を学ぶ時間」を導入 

基礎教育カリキュラムの新たなラインアップ  

 導入科目 
  
  
  
  

 大学教育入門セミナー 
 情報数量スキル 
 外国語コミュニケーション 
 保健体育 
 専門基礎 

 課題発見科目 
  
  

 専門教育入門セミナー 
 環境と生命 
 現代社会の課題 

 学士力発展科目 
  
  
  
  
  

 文化・社会系 
 科学・技術系 
 生命科学系 
 学際・生涯学習系 
 ●地域科学系 
 外国語系 

地 域 の 意 見 を 受 け 止 め る 体 制 づ く り  

地

域

の
自

治

体

等 

みやだいCOC推進機構 

宮 崎 大 学  

意見 
交換 

基礎教育部・他学部 

地域志向教育実施委員会 

運営委員会・推進協議会 

みやだいCOC推進室 



「地域活性化学生マイスター」制度  
－ 卒 業 時 に 、 学 士 号 と と も に 、 学 長 名 で 授 与 －  

 地域志向型・基礎教育の履修生には「地域活性化・学生マイスター初級」、及び
宮崎地域志向型一貫教育の履修生には、「地域活性化・学生マイスター上級」認
証を行い、地域社会に対して、宮崎地域志向型一貫教育にて育成した学生の資
質や能力を公表する。 

専門 
 

 
 
 
 

上級 
（初級取得が必須） ・ヘルスサイエンス 

・フーズサイエンス 
・ソーシャルデザイン 

初級 

宮崎 
大学 

産 

民 

宮崎県内外 
の産業界 

官 宮崎県庁、 
県内自治体 

ＮＰＯ等 
地域団体 

産官学が協力して、実施する 
「高度な実践力×専門性」 

を備えた教育プログラム 

－分かりやすい地域志向型教育プログラムの構築－ 
 



「地域活性化・学生マイスター」制度の導入  
宮崎地域の課題解決に向けて主体的に行動できる能力を習得 

地域学 
入門Ⅰ 

（2単位） 

大学教育入門 
セミナー 
（2単位） 

情報・数量 
スキル 

（2単位） 

専門教育入門 
セミナー 
（2単位） 

地域キャリア 
デザイン 
（2単位） 

地域学 
入門Ⅱ 

（2単位） 

地域 
インターン 
シップ 

（1単位） 

地域科学系科目 
（基礎）☓3科目 
（5単位以上） 

 地域活性化・学生マイスターのカリキュラム「初級」と「上級」の事例紹介 

マ イ ス タ ー 初 級 の カ リ キ ュ ラ ム  マ イ ス タ ー 上 級 の カ リ キ ュ ラ ム  

学生は、主に基礎教育課程で開講される授業（計１８単位以上）を履修
すると「初級」を取得でき、さらに専門科目等計８単位分、ならびに卒業
論文を履修すれば「上級」が授与されます。 

  必修科目（全学部生は全員取得） 

  マイスター認定の必須科目 

  地域科学系科目（基礎または専門教育課程） 

  卒業論文 
  
この他にも、医学部や工学部JABEEなど、履修科目が厳密に決まって
いるコースの学生でもマイスターを修得できるようにするために、 
「マイスター専門（３種類）」というコースが設定されています。 

初級 
取得 

  
 
 
 

入 学   
 
 
 

初 級  

  
 
 
 

地域デザイン 
概論Ⅰ 

（2単位） 

地域デザイン 
概論Ⅱ 

（2単位） 

地域科学系科目 
（専門）☓2科目 
（4単位以上） 

 

卒 論  上級 
取得 

－分かりやすい地域志向型教育プログラムの構築－ 
 



九州・沖縄COCシンポジウムIN宮崎2014 

「大学COC教育改善宮崎宣言」を採択 

宣言を読みあげる菅沼みやだい推進機構長 

－ 全 学 教 員 ・ 地 域 の 意 識 改 革 の た め に －  
 



Ⅴ．今後の課題 

① みやだい地域志向カリキュムラム受講学生の教育評価 
   ＊ルーブリック指標の導入 
② 地域科学系科目への教員の全学出動への理解 
 
③ 「食と健康」の地域課題解決に向けた取り組みの成果 
   ＊地域ブランドのリリースとベンチャー企業の設立 
④ 社会貢献意識をもつ学生・教職員の拡大 
   ＊全学ボランティアセンターの設置 
⑤ 学生への地域課題解決ミッションの浸透と地元定着 
   ＊高大連携の促進 
⑥ 九州・沖縄地域での地域人材育成に向けた連携・協働 
 
 



そして、COC事業から新学部設置へ 

平成２６年１１月１５日 宮崎日日新聞 



ご清聴ありがとうございました。 

～世界を視野に、地域から始めよう～ 
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